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資 料 編

（全１６時間予定）Ⅰ 指導計画
【単元の評価規準との関連】

過 時 主な学習活動 支 援 及 び 留 意 点 学習活動における具体的な 評価方法

程 間 ☆配慮を要する児童への支援 評価規準

行動観察１．計画をたてよう ・これからの活動のイメージをもち楽しく遊べ 【関①】

・発言・みんなであそぼう る○○ランド作りへの思いを膨らませるように ○○ランド作りのめあてを、

○○ランドを作って テーマパークへ行った経験や１年生の時に２年 つかみ、自分たちのランド

遊ぶめあてをつかむ 生 招待してもらった遊びランドのことを想起 作りへの意欲がもてる。に

・○○ランドに名前 して、発表し合うようにする。

を付ける。 ・見通しをもって意欲的に活動に取り組もうと

、 、１ いう気持ちがもてるように １年生を招待して

一緒に楽しく遊ぶというねらいを基に、これか

らの活動の視点を提示する。

・自分の考えをもちやすくするために次時まで

にどんなランドにしたいか、およその考えをア

イディアカードに書いてくるよう投げかけてお

く。

、で ☆教科書の写真や遊びの本をヒントとして示し

作りたい遊びを具体的にイメージできるように

する。

行動観察みんなで考えよ ・活動の視点（資料１）に基づいて友達と自分 【思①】

アイデアカーあ の考えを交流して、多様な考えに触れられるよ 自分と友達の考えを交流しうタイム

ド・どんなランドにし うにする。アイディアカードに基に発表された て、自分たちの○○ランド

・記述内容たいか、自分の考え 各自の作りたいものを材料・遊びの種類で分類 を具体的にイメージするこ

たことを発表し合 して黒板に貼り、児童が考えを整理できるよう とができる。

う う。 にする。

・考えを交流して、 自己の考えを広げたり、深めたりしながら考・

２ 自分のしたい遊びを えを固めていくことができるように、小グルー

決める。 プでの話合いを取り入れる。

【見通し１】 ☆友達から出された考えを参考に、興味のもて

る遊びを選択し、話合いに参加するよう促す。

・話合いによる考えの交流を通して新たな気付

きや考えの変化が生まれ、考えを広げたり深め

たりできるよう、別のグループに移動できるよ

うにする。

・作ってしたい遊びを決めた後、共通な考えを

もつ児童同士でグループを作り、アイディアカ

ードに決まったことを記入して、これからの活

動に主体的に取り組めるようにする。

作りたい遊び・作りたいものやそ グループでの話合いを基に、作って遊びたい 【思②】・

の絵れを使った遊びを表 ものをイメージし活動に主体的に取り組めるよ 自分が作って遊びたい遊び

現する。 うに、作りたい遊びを絵や文で表現したり、必 を具体的に絵や文で表現で

要な材料の量や数、遊び方について記入したり きる。

するようにする。

１ ☆友達の表現したものをいくつか見せ、具体的

な方法を示し、その中からやりやすい方法を選

ぶよう助言する。
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過 時 主な学習活動 支 援 及 び 留 意 点 学習活動における具体的な 評価方法

程 間 ☆配慮を要する児童への支援 評価規準

行動観察２．準備をしよう ・各グループが主体的に活動に取り組み、工夫 【関①】

・友達と協力しなが しやすいように環境を整備し、必要な道具や材 自分の思いや願いをもち、

ら自分の計画した遊 料を準備しておく。 作ったり遊んだりする活動

ぶ物を作ったり試し 道具については安全な使い方の指導を全体で に進んで取り組もうとして・
りする。 してから使うようにする。 いる。

・工夫や改善ができるよう、実際に遊んだり試 【気①】

４ したり、身近な物を使って作ったりしながら活 身近な物を使って作ったり

動していくよう促す。 遊んだりすると楽しいこと

☆友達の活動に目を向け、よいとことは取り入 に気付いている。

れながら工夫するよう言葉かけをする。 【気②】

安全な道具の使い方や遊び

方がわかり、マナーを守っ

て作ったり遊んだりする大

追 切さに気付いている。

キラリカードキラリタイム ・友達の工夫や改善点に目を向けるための視点 【気②】

・試しの遊び・自分たちの作った を提示し、気付いたことをキラリカードにまと 作ったもので試す遊びを通

をしている場遊びを紹介し、試し め 相互に伝え次の活動に生かせるようにする して、友達と自分との違い、 。

面究 の遊びをして気付い ☆活動前に試しの遊びの視点を具体的に伝えて や友達と自分の工夫や改善

・記述内容２ たことをや楽しく遊 おく。 点に気付いている。

べるようにするため ・個々の児童の活動のよさをＶＴＲや写真に記

のアドバイスしたい 録したものを掲示した「きらりコーナー」を設

す ことなどを伝え合 け、常時気付きの交流が図れるようにする。

。 【 】う 見通し２

行動観察・友達と協力して気 友達からのアドバイスを生かして、遊ぶもの 【思①】・
付いたことを活動に を工夫して作るよう促す。 材料の使い方や作り方、遊

る ２ 取り入れながら遊ぶ ☆友達のアドバイスを確認したり、よい取組を び方を工夫して気付いたこ

ものを作る。 している友達に目を向けたりするよう言葉かけ とを活動に生かすことがで

をする。 る。

・計画カード・１年生を招待して 自分の考えが持てるように、○○ランドで１ 【思②】・
○○ランドで、遊ぶ 年生を招待して、楽しく遊んでもらうために必 ○○ランドで１年生と一緒

計画を立て、準備を 要な準備物、ルールなどを話合いの視点として に遊ぶために必要な準備や1
する。 示し、決まったことを計画カードに記入するよ 遊びのルールについて考え

うにする。 ることができる。

☆友達の意見を聞いて考えたり、教科書や本を

提示して参考にするよう助言する。

行動観察・ランド遊びを楽 楽しく遊べていることに共感しながらともに 【関②】・
・自己評価しもう かわりながら遊ぶ。 いろいろな遊びに興味を示

カード・１年生を招待して ☆教師や友達が声をかけ遊びに誘い活動を促す し、１年生や友達と楽しく

２ ○○ランドで、みん ようにする。 遊ぼうとしている。

なで楽しく遊ぶ。 【気②】

遊びを通して１年生と自分

との違いに気付き、友達と

仲良く協力する楽しさや自

他のよさに気付いている。

できたよカー３．できたよ発 ・今までの活動の様子のＶＴＲや写真、キラリ 【思③】

ド表会をしよう カードなどを提示して、自分たちの活動を振り 頑張ったこと 工夫したこ、 、

・記述内容・自己の活動を振り 返ることで自他のよさに目を向けるようにする できるようになったこなど。

ま 返って、気付いたこ ・今までの活動の様子のＶＴＲや写真、一緒に について書き、発表し合う

。 【 】とを、できたよカー 遊んだ１年生の感想をビデオレターで提示し、 ことができる 気２

と ドに書いて発表する 自分たちの取組のよさについて気付けるように 活動全体を通しての自分や

１ する。 自分たちのよさに気付く。

め ☆今までの活動を順を追って想起できるように

言葉かけをし、自分のよさに気付けるようにす

る る。

・発表する時は 「できたよ発表会」として、自、

分の取組のよさを認め合える雰囲気作りをし、

見通し３ 一人一人が自分たちのこれまでの活動に対して【 】

、 。成就感をもち 自分に自信がもてるようにする



- 3 -

＊報告書編の見通しに関する展開をのせました。Ⅱ 展 開
１ 第２・３時 見通し１

（１）ねらい 友達と考えを交流して、作って遊ぶ遊びを具体的に決めることができる。

（２）準備 アイディアカード、色画用紙、

（３）展開

○学習活動 時 ○指導上の留意点 学習活動にお 評 価 基 準 評価方法

・児童の意識 間 ☆特に配慮を要する児童 ける具体的な Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１） 場面

への支援 評価規準 方法

１ 前時の授業を振り返り ○友達の意見を取り入れなが アイディアカ ランド作りに ランド作りに ランド作りに 話合いの． 、

本時のめあてをつかむ。 ら、自分の作りたいものが決 ードを基に発 ついて自分の ついて自分の ついて自分の 様子

みんなで考えようタイム められるように発表された考 表したり、友 考えを発表し 考えを発表し 考えをもつこ 発言内容

○アイディアカードを基に えを色画用紙を使って、材料 達の意見を聞 たり、友達の たり、書き込 とができな

自分の考えを発表する。 や作りたいものごとに分類し いたりして、 発表を聞いて んだりしてい い。

○材料や遊びの種類で分類 ながら、黒板にまとめるよう 自分たちが作 新たなアイデ る。15

した色画用紙を選び、自分 にする。 りたいランド ィアを考えて

の作りたいものを書いて、 について考え 発表した、カ

発表する。発表したものを て具体的に発 ードに書き込

色別に黒板に貼る。 表したりカー んだりしてい

・みんなはどんなものを作 ドに書き込ん る。

。りたいのかな？ だりしている

・同じ考えの人はいるか 【思①】

な？

２。ランドにどんな遊びを ○黒板に貼られたカードを基

作るか考える。 に、ランド全体をイメージし

○出された作りたいものを て、活動のねらいを想起して25

よく見て、楽しいランド作 バランスを考えて作りたいも

りのためにどんな遊びの場 のが決められるとよいと助言

所があったらよいか意見を する。

出し合う。

・段ボール迷路は楽しそう

だな。

・しかけハウスもいいな。

・同じものばかりだとつま

らないな。

３．同じものを作りたいも ○自己の考えを広げたり、深

の同士で小グループになっ めたりしながら考えを固めて

て考えを出し合う。 いくことができるように、小

○友達と意見を交換する中 グループによる話合いを取り35

で新しい考えや違う考えが 入れる。

生まれた場合はほかのグル ☆自分の作りたいものが決め

ープへ移動して意見を交換 られない児童は、黒板をよく

する。 見て自分の作りたいものを選

・めいろとしかけを合わせ 択するよう促す。

てジャンボしかけ迷路は

どうかな？

・ほかの人の考えも聞きた

いな。

４．作りたい遊びを決め、 ○これからの活動に主体的に

次時の学習の見通しをもつ 取り組めるように、アイディ。 10

・決めたぞ。早く作りたい アカードに決まったことを記

な。 入するようにする。

５．本時を振る返り次時の ○次の時間は、グループでも

学習の見通しをもつ。 っと詳しい計画を立てること5

・いろいろな材料を集めて を伝え、材料集めを促す。

こよう。

作りたい遊びを仲間分けする児童

小グループで考えを交流する児童
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２ 第９・１０時 見通し２

（１）ねらい 作ったもので試す遊びを通して、自分と友達の工夫や改善点について気付き、気付い

たことを相互に伝え合う交流を行うことができる。

（２）準備 紹介カード、キラリカード

（３）展開

○学習活動 時 ○指導上の留意点 評 価 基 準 評価方法学習活動にお

・児童の意識 間 ☆特に配慮を要する児童 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１） 場面・方ける具体的な

への支援 法評価規準

１．前時までの活動を振 ○問題意識を高め、活動 作ったもの 友達の工夫 友達の工夫 友達の工夫 キラリカ

り返り本時のめあてを確 の中から解決のヒントが で試す遊び 点、改善点 点、改善点 点や改善点 ード

かめる キラリタイム 得られるよう、紹介カー を通して、 について気 について気 に気付くこ ・気付い

・しかけがうまくいかな ドに書かれた、取組の問 友達と自分 付いたこと 付いたこと とができな たことを10

いよ。 題点を取り上げておく。 との違いや を三つ以上 を一つ以上 い。 書いてい

・楽しく遊ぶにはほかに 友達と自分 書 い て い 書 い て い る場面記

どんな工夫をしたらい の工夫や改 る。 る。 述内容

いかな？ 善点に気付

いている。

【 】２．紹介する人、遊ぶ人 ○友達の作った遊びで楽 気②

に分かれ、他のグループ しく活動しながら、ほか

の作ったもので遊ぶ。 のグループの工夫や改善

・この仕掛けはすごいな 点に目を向けるよう試し。

・１年生にはすこしむず の遊びをする時の視点を30

かしいかもしれないな 示す。。

・点数をつけたりすると ☆対話を通して、友達の

もっと楽しいよ。 工夫や改善点について考

えるよう助言する。

３．遊んで気付いたこと ○キラリカードに、ほか

をキラリカードに書く。 のグループの工夫や改善

・○○くんは、こんなと 点など気付いたことを書

ころをくふうしていた くことで、自分の気付を20

ね。 明確にするようにする。

・もっと○○すると１年 ☆視点を確認して、ほか

生にもむずかしくない のグループの取組につい

よ。 て考えるよう助言する。

４．キラリカードを基に ○キラリカードに書かれ

気付いたことやアドバイ た気付きを基に、工夫し

スしたいことをカードに たこと、改善点を色分け

書いて交換し合う。 したカードに書き出し、

・○○くんの作った迷路 相互に交換して気付きを20

のしかけがおもしろか 交流できるようにする。

、った。 ☆ キラリカードを見て

・魚をつりやすくするよ 自分の気付いたことを相

うにくっつけ方を工夫 手に伝えるよう促す。

するといいね。

・そうか。教えてくれて

ありがとう。

５．本時を振り返り、次 ○ヒントとなったアドバ

時の活動の見通しをもつ イスをグループごとに貼。 10

・こんどは、こうしてみ り、次の活動の見通しを

よう。 もつようにする。

キラリカードを書く児童

アドバイスカードをもとに考える児童
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３ 第１６時 見通し３

（１）ねらい 今までの学習を振り返り、自分や友達のよさに気付くことができる。

（２）準備 今までの活動を記録したＶＴＲ・写真、１年生のビデオレター、できたよカード

（３）展開

○学習活動 時 ○指導上の留意点 学習活動に 評 価 基 準 評価方法

・児童の意識 間 ☆特に配慮を要する児童 おける具体 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１） 場面・方

への支援 的な評価規 法

準

今までの活動を振り返 ○自他の活動のよいとこ1.

り、自分たちの工夫や頑 ろに目を向けるように、

張ったことを伝え合う で 今までの活動の様子のＶ「

きたよ発表会」をすると ＴＲや掲示してある写真

いうめあてをもつ。 を提示して、工夫して作

っているところ、協力し

・○○くん頑張っている て作っているところ、仲

ね。 良く遊んでいるところな15

・友達と助け合っている どのよい取組に目を向け

ね。 て振り返るようにする。

・あんな工夫もしたんだ ○１年生からのビデオレ

ね。 ターを紹介して、喜んで

もらえたことを実感し、

自分に自信がもてるよう

にする。

振り返って気付いたこと ○自他のよさを交流し合 頑張ったこ 「頑張った 頑 張 っ 「頑張った きたよ2. 「

をできたよカードに記入 うために 「頑張ったこ と、工夫し こと、工夫 たこと、工 こと、工夫 カード、

する。 と、工夫したこと、でき たこと、楽 したこと、 夫 し た こ したこと、 記述内容

るようになったこと」な しかったこ できるよう と、できる できるよう

・あきらめずに迷路を作 どを振り返りの視点とし となどにつ になったこ ようになっ になったこ

ったよ。 て示し、できたよカード いて書くこ と」など三 たこと」な と」を書く

・しかけが大変だったよ に記入するようにする。 とができる つの項目に ど二つの項 ことができ。 。

・くじを作って１年生が ☆対話によって、活動の 思③ ついて書い 目について ない。15 【 】

楽しめるように工夫し 中で見られた自分のよさ ている。 書 い て い

たよ。 に気付けるようにする。 る。

・カッターの使い方が上

手になったよ。

・１年生にやさしくでき

るようになったよ。

できたよカードを基に気 ○今までの取組を賞賛 活動全体を 友達の頑張 友達の頑張 友達のよさ きたよ3.

付いたことを発表して互 し、一人一人が自分たち 通しての自 ったことや ったことや について気 カード

いに伝え合う。 のこれまでの活動に満足 他のよさに 工夫したこ 工夫したこ 付いていな 記述内容

し、達成感を味わえるよ ついて気付 となどにつ とについて い。

・１年生が喜んでくれて うにする。 いている。 いて二つ以 一つ気付い10

よかったね。 気② 上気付いた たことを書【 】

・みんながんばったね。 ことを書い いている。

ている。

童写真をヒントに自他の活動のよさを振り返る児
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Ⅱ ワークシート
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